
JP 2011-528030 A5 2012.8.30

10

20

30

40

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年8月30日(2012.8.30)

【公表番号】特表2011-528030(P2011-528030A)
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【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/16     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
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   Ｃ０７Ｄ 405/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月10日(2012.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式(１)
【化１】

の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　式(１)で示される、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ケモカイン介在疾患または状態の処置に使用するための、請求項１に記載の化合物、ま
たはその薬学的に許容される塩。
【請求項４】
　喘息、アレルギー性鼻炎、ＣＯＰＤ、炎症性腸疾患、骨関節症、骨粗鬆症、リウマチ性
関節炎、または乾癬の処置用医薬として使用するための、請求項３に記載の化合物または
その薬学的に許容される塩。
【請求項５】
　請求項１に記載の化合物またその薬学的に許容される塩を薬学的に許容される希釈剤ま
たは担体と共に含む、医薬組成物。
【請求項６】
　請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩の製造方法であって：
(ａ)　式(２ａ)

【化２】

〔式中、ＰＧは保護基または２個の別々の水素原子であり、そしてＬは脱離基である。〕
の化合物を、式(２ｃ)

【化３】
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のスルホンアミドで、適当な塩基、触媒および溶媒の存在下で処理し、その後、場合によ
り(ｉ)および／または(ii)を任意の順番で行うことを含む：
ｉ)　何らかの保護基の除去；
ii)　塩の形成；
あるいは
(ｂ)　式(２ｂ)
【化４】

〔式中、ＰＧ２は保護基であり、そしてＬは脱離基である。〕
の化合物を、式(２ｄ)
【化５】

〔式中、ＰＧは保護基または２個の別々の水素原子である。〕
のアミンで、適当な塩基、および溶媒の存在下で処理し、その後、場合により(ｉ)および
／または(ii)を任意の順番で行うことを含む：
ｉ)　何らかの保護基の除去、
ii)　塩の形成
ことを含む、方法。
【請求項７】
　式(１ａ)
【化６】

の化合物、およびその薬学的に許容される塩。
【請求項８】
　式(２ａ)
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【化７】

〔式中、Ｌはハロゲンである。〕
の化合物。
【請求項９】
　式(２ｅ)

【化８】

〔式中、Ｌはハロゲンである。〕
の化合物。
【請求項１０】
　請求項１に記載の式(１)の化合物またはその薬学的に許容される塩、または式(１)の化
合物を含む医薬組成物または製剤を、他の治療および／または他の治療剤と同時にまたは
連続的に投与することを含む、組合せ治療。
【請求項１１】
　喘息、アレルギー性鼻炎、ＣＯＰＤ、炎症性腸疾患、過敏性腸症候群、骨関節症、骨粗
鬆症、リウマチ性関節炎、または乾癬の処置のための、請求項１０に記載の組合せ治療。
【請求項１２】
　式(１)の化合物またはその薬学的に許容される塩を、他の薬剤と共に含む、医薬組成物
。
【請求項１３】
　喘息、アレルギー性鼻炎、ＣＯＰＤ、炎症性腸疾患、過敏性腸症候群、骨関節症、骨粗
鬆症、リウマチ性関節炎、または乾癬の処置のための、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　癌の処置のための、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　次の結晶形態のいずれかである、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許容さ
れる塩：
(ａ)表３に示すＸ線粉末回折(ＸＲＰＤ)パターンにより特徴付けられる(修飾Ａと命名)；
(ｂ)表４に示すＸ線粉末回折(ＸＲＰＤ)パターンにより特徴付けられる(修飾Ｂと命名)；
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(ｃ)表５に示すＸ線粉末回折(ＸＲＰＤ)パターンにより特徴付けられる(修飾Ｃと命名)；
(ｄ)表６に示すＸ線粉末回折(ＸＲＰＤ)パターンにより特徴付けられる(修飾Ｄと命名)；
(ｅ)表７に示すＸ線粉末回折(ＸＲＰＤ)パターンにより特徴付けられる(修飾Ｅと命名)；
または
(ｆ)表８に示すＸ線粉末回折(ＸＲＰＤ)パターンにより特徴付けられる(修飾Ｆと命名)。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
実施例３
スキーム１(以下に示す)に略記する経路を使用した、大規模で繰り返した実施例１の化合
物の製造

【化１９】

スキーム１
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